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松ま
つ
も
と
し
ゅ
う
ぞ
う

本
修
三
が
問
う

町
有
施
設
の
整
備

年
次
計
画
を

髙た
か

瀬せ　

勉つ
と
むが
問
う

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
の

魅
力
と
可
能
性
は

Ｑ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
た
受
け
入
れ
態
勢
の
準
備
と
整
備
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

埼
玉
県
が
示
す
プ

ラ
チ
ナ
ル
ー
ト
︵
川
越
〜
秩
父
︶
構
想
に

協
力
し
連
携
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
開
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
先

生
と
な
る
教
室
の
実
施
や
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
支
援
自
販
機
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い

の
か
。Ａ

学
校
教
育
課
長　

財
政
難
に
よ
り
、
教
室

開
催
は
厳
し
い
で
す
。
ま
た
支
援
自
販
機

に
つ
い
て
は
、
研
究
し
て
み
ま
す
。

Ｑ
リ
リ
ッ
ク
お
が
わ
・
公
民
館
・
学
校
等
は

建
設
以
来
30
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。
今
後
同
時
期
に
や
っ
て
く
る
改

修
・
改
築
計
画
の
推
進
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

リ
リ
ッ
ク
お
が
わ
は
、

小
川
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
お

い
て
も
検
討
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
会
議
に
お
い
て
駅
周
辺
公
共
施
設

等
再
編
の
施
設
と
し
て
、
現
在
検
討
中
で
す
。
中

央
公
民
館
は
建
築
後
50
年
余
り
が
経
過
し
た
施
設

で
、
耐
震
補
強
だ
け
で
な
く
大
規
模
改
修
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
を
加

Ｑ
配
信
に
伴
っ
て
、
町
に
何
か
影
響
や
反
響

は
あ
っ
た
か
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

日
本
で
は
７
月
22

日
に
配
信
が
始
ま
り
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
が

こ
ぞ
っ
て
取
り
上
げ
、
配
信
を
待
ち
望
ん
で
い
た

人
た
ち
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
手
に
街
中
に
繰

り
出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
が
ニ
ュ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
町
に
は
特
段
、
特
別
な

影
響
や
反
響
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
夏
休
み
を
迎
え
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
配
信

開
始
で
あ
っ
た
が
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て

児
童
生
徒
へ
の
注
意
喚
起
は
図
っ
た
か
。

戸と

口ぐ
ち　

勝ま
さ
るが
問
う

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
高
揚
を

老
朽
化
す
る
町
有

施
設
の
整
備
年
次

計
画
を
早
急
に
。

今
回
の
ブ
ー
ム
は
ポ
ケ
モ
ン

世
代
・
フ
ァ
ン
と
し
て
は

う
れ
し
い
限
り
で
す
。

一
般
質
問
と
は
、
町
の
施
策
等
に
つ
い
て
、
議
員
が
町
に
考
え
や
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
会
だ
よ
り
で
は
、
こ
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
報
告
し
ま
す
。

（Ｃ・Ｏさん・49歳）

町民から選ばれた人た
ちなんだから、もっと
頑張れるはず。

戸と

口ぐ
ち

勝ま
さ
るが
問
う

﹁
ま
ち
﹂
に
﹁
ひ
と
﹂

と
﹁
し
ご
と
﹂
を

呼
び
込
も
う
。

松ま
つ
も
と
し
ゅ
う
ぞ
う

本
修
三
が
問
う

老
朽
化
す
る
町
有

施
設
の
整
備
年
次

計
画
を
早
急
に
。

東京オリンピックに向けて盛り上げよう。

課
題
先
進
自
治
体
と
し
て

Ｑ
﹁
全
国
の
町
村
部
で
最
も
人
口
減
少
数
が

多
い
自
治
体
﹂
と
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
が
、

正
し
い
情
報
な
の
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

総
務
省
が
公
表
し
た
結

果
を
確
認
し
、
正
確
な
記
事
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
。

Ｑ
人
口
減
少
・
少
子
・
高
齢
課
題
の
先
進
自

治
体
と
し
て
国
と
の
連
携
、
大
学
・
関
連

機
関
と
の
共
同
研
究
の
実
施
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

国
の
﹁
地
方
創
生
推
進

交
付
金
﹂
や
県
の
﹁
ふ
る
さ
と
創
造
資
金
﹂

に
お
け
る
、
超
少
子
高
齢
化
対
策
モ
デ
ル
支
援
事

業
に
お
い
て
、
随
時
助
言
を
い
た
だ
き
進
め
て
い

ま
す
。
共
同
研
究
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
検
討
し

て
い
ま
せ
ん
。

え
、
今
後
の
方
針
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
廃
校
以
来
６
年
余
り
が
経
過
し
て
い
る
旧

上
野
台
中
学
校
の
利
用
計
画
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

関
係
地
区
の
区
長
と
意

見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
保
育
所
等
の
子
育
て
支
援

施
設
立
地
に
向
け
て
、
県
の
関
係
機
関
に
相
談
し

検
討
中
で
す
。

仙
元
山
周
辺
を
花
の
山
へ

Ｑ
町
長
公
約
の
﹁
仙
元
山
周
辺
を
花
の
山
へ
﹂

の
現
在
の
計
画
の
進
捗
は
。

Ａ
町
長　

林
道
周
辺
は
個
人
所
有
者
が
多
い

た
め
、
積
極
的
に
対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
公
園
地
内
を
中
心
に
指
定
管
理
者
と
連

携
す
る
と
と
も
に
地
域
の
皆
様
と
協
議
し
、
魅
力

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

各
校
で
児
童
生
徒
・
保

護
者
に
対
し
て
、﹁
歩
き
ス
マ
ホ
﹂
の
危

険
性
に
つ
い
て
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
安

全
確
保
や
危
険
行
為
防
止
に
係
る
指
導
を
し
ま
し

た
。Ｑ

集
客
や
地
域
お
こ
し
へ
の
活
用
、
地
元
の

魅
力
・
観
光
資
源
の
再
発
見
等
に
期
待
を

寄
せ
る
が
、
取
り
組
み
・
研
究
の
価
値
は
あ
る
か
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
取
得
し

た
位
置
情
報
を
利
活
用
す
る
こ
と
で
の
地

域
活
性
化
や
観
光
振
興
等
、
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
も
の
と
期
待
し
、
今
後
も
注
目
し
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

・
超
少
子
高
齢
社
会
へ
の
手
立
て
は

・
第
68
回
七
夕
ま
つ
り
を
振
り
返
っ
て

ポケストップが集中している場所です。運が
いいとピカチュウも出現。さて、ここはどこ
でしょう。

町民の利用度が高いリリックおがわ。

（Ｔ・Ｓさん・30歳）

町民へ伝える役割と方
法をもっと重視して。 「議会のイメージ・

　　期待することは」

Mini Column
オガワマチのこと
ギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

（Ｃ・Ｎさん・62歳）

議会広報の変身、すごい！
だからこそ、大胆な改革が
見たいな。

（Ｋ・Ｋさん・68歳）

このごろの議会は、
何か親しみやすい感
じがします。


